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Those who are united into one body, and have a common established law and judicature to appeal to, 
with authority to decide controversies between them, and punish offenders, are in civil society one with 







But reflecting persons perceived that when society is itself the tyrant --society collectively, over the 
separate individuals who compose it-- its means of tyrannizing are not restricted to the acts which it 

















 － 209 －
これは我々の存在意義に関わる重大な問題であろうからだ。ならば、翻訳の経緯という最初の局面
だけからではなく、より広く様々な用例を探索し、日本語語彙としての社会の遍歴や所在をもう一
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人」の 1 人なのである。 




























  職業社会 階層社会 社会問題 社会主義 社会政策 日本社会 その他 総件数 
M8～10 年 1 (33.3) 1 (33.3) 0 0 0 0 1 (33.3) 3 (100) 
M11～15 年 8 (50.5) 5 (31.3) 0 1 (6.3) 0 0 2 (12.5) 16 (100) 
M16～20 年 29 (30.5) 7 (7.4) 0 9 (9.5) 0 7 (7.4) 43 (45.3) 95 (100) 
M21～25 年 96 (46.4) 15 (7.2) 9 (4.3) 14 (6.8) 3 (1.4) 7 (3.4) 63 (30.4) 207 (100) 
M26～30 年 39 (57.4) 3 (4.4) 11 (16.2) 2 (2.9) 0 1 (1.5) 12 (17.6) 68 (100) 
M31～35 年 24 (18.3) 8 (6.1) 7 (5.3) 15 (11.5) 5 (3.8) 6 (4.6) 66 (50.4) 131 (100) 
M36～40 年 34 (12.6) 7 (2.6) 9 (3.3) 131 (48.5) 15 (5.6) 2 (0.7) 72 (26.7) 270 (100) 
M41～45 年 18 (7.2) 15 (6.0) 10 (4.0) 87 (34.8) 28 (11.2) 17 (6.8) 75 (30.0) 250 (100) 
T1～2 年 4 (2.3) 7 (4.1) 12 (7.0) 23 (13.4) 10 (5.8) 4 (2.3) 112 (65.1) 172 (100) 
M8～T2 年 253 (20.9) 68 (5.6) 58 (4.8) 282 (23.3) 61 (5.0) 44 (3.6) 446 (36.8) 1212 (100) 
カッコ内はパーセンテージ 
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       [870522.〔〕内引用者] 
我国技芸者職工社会の有様は目下如何んと云ふに、漸く優勝劣敗の活演熾んにして…劣者の学問は陳腐
とか浅薄とか云はれて、以て復た人の顧みるなきに至るが如く、技芸者職工社会に於ても漸次に西洋技











  [090903] 
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 － 216 －
 
斯の如きの状態〔下等社会の惨状〕は果して永く日本の社会に存すべき現象なるか、抑も亦日本社会に
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 － 219 －
数百名の諸氏に依り成立したる社会政策学会にては、動もすれば昨今其筋より禁止せられたる社会民主
党なる者と同一物なるかの如く誤らるるを遺憾とし、更に一片の趣意書を発して禁止党との区別を明か


























生活を保障するの途に出づる事、蓋し急務中の急務たらずんばあらず。   [110517] 
 
いつでも零落し得、下等社会以外のなにものでもなくなり得る不安に曝される中等が、救済される
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 － 223 －
     …独立自主の精神に乏しきは、我が日本社会の組立そのよろしきを得ず、慣習の久しき知らず識
らず此の悪風を養ひ来たりしならん。  [850210] 
     先頃中より日本の社会に現出したりし種々の問題を…分析する。  [871124] 




 6 ）個人、或いは類似の語句と社会という語を関係づけた記事は、もちろん大正 2 年以前にも存在
する。 
     凡根原なる者は、何れの事物にも付着せざるはなく、…一個人の集合体なる社会と雖も亦然らざ
るべからず。 [860831] 
     社会今一歩進みて、箇々人々に独立不羈の時代に達せば、妄りに他人の行状を倣ふこともなけれ
ば…。 [880713] 
     社会が個人を没するの力大なるも、個人の勢力発達すれば、…社会は遂に個人を没却すべからず。 
 [010624] 
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